
Ⅲ 教科に関する特徴的な調査問題（京都市除く） 

 

 

 

 

 

１ 小学校国語 

   ・「話すこと」「聞くこと」の領域に課題が見られる。特に目的や意図に応じて、日常

生活の中から話題を決め、集めた材料を分類したり関係付けたりして、伝え合う内

容を検討すること（府正答率52.7％）に課題がある。 

   ⇒「対話的な学び」や「協働的な学び」を充実させていく中で、意図や目的をもって

聞いたり話したりする活動を設定していくことが重要である。話の意図や文脈を踏

まえた判断を求める問いに取り組み、対話的な活動やメタ認知的な振り返りを通じ

て、選択に至った根拠を言語化する力を育てていくことが重要である。 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○全国と比較して、いずれの教科もＡ層（上位）、Ⅾ層（下位）の割合はほぼ同

等であるが、中学校理科ではＩＲＴバンドの上位（４,５）の割合が少ない。 

○領域や観点によって、全国平均を下回っているものもあるが、全国の傾向と大

きな違いはない。 
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２ 小学校算数 

   ・異分母の分数の計算をすることはできている(府正答率87.1％)が、数直線上で、１

の目盛りに着目し、分数を単位分数のいくつ分として捉えること（府正答率32.7％）

に課題がある。特に、１より小さい数については正しく捉えることができているが、

１より大きい数については誤って捉えている児童が一定数いる。 

   ⇒０から１までが何等分されているかに着目して、単位分数を捉えることができるよ

うにすることが大切である。その上で、他の目盛りが表す分数を単位分数の幾つ分

かで考えることができるようにする指導が大切である。 
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３ 小学校理科 

  ・電気が通る回路のつくり方について理解し、表現することに課題がある。電気の通り

道を考え、電気を通さない部分が回路に含まれることによって回路の一部が切れて電

気が通らないということを理解できていない、もしくはそのことを表現すること（府

正答率41.9％）に課題がある。 

  ⇒電気が通る正解の回路を作成するだけでなく、失敗した回路について、なぜ、つなが

らないのか振り返ったり、修正したりする活動が大切である。 
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４ 中学校国語 

   ・「書くこと」の領域に課題が見られる。特に≪構成の検討≫（１三 61.9％）に課

題がある。また、「話すこと・聞くこと」の領域≪表現、共有≫（２四 22.4%）

にも課題が見られる。 

    ⇒文章の構成を考えたり、目的や意図に応じて書いたり、考えが伝わるように書き

方を工夫したりといった事柄に課題が見られるため、「書くこと」や「話すこと」

といった表現活動について、指導事項を明確に意識した指導を継続しながらその

質を高めていく必要がある。また、日常生活の中で文章を書く機会を充実させる

ことでさらに記述式問題の無解答率が下がり、資質・能力が高まっていくことは

自明であるため、国語以外の場面も含めてそれらの機会を増やしていくことが大

切である。 
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５ 中学校数学 

   ・数学の用語の理解に課題が見られる。１から９までの自然数の中から素数を選ぶ

問題（府正答率26.9％）では、１を素数に含んでいる誤答の割合が55.8％であっ

た。また、三角形の１つの外角の大きさを求める問題（府正答率56.6％）では、

１つの内角の外側の角を外角と捉えている誤答の割合が30.3％であった。 

    ⇒「１は素数に含まれる」と考える生徒や「頂点Ａにおける外角を、360°から頂

点Ａにおける内角を引いた角である」と捉えている生徒が多いことから、これら

の用語を活用するその後の学習において、用語の意味を再確認する場面を設定す

ることが大切である。 
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６ 中学校理科 

   ・生徒１人当たり公開問題10問と非公開問題16問を解く構成となっている。公開問

題には全日程に共通する問題と実施日別の問題がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・全日程共通の問題の中で課題が見られた問題は、大問１（４）である。観察した

水の中の生物が呼吸を行う生物か否かについて、これまで理科で学習したことを

活用して、生命を維持する働きと関連付けて考えること（府正答率30.7％）に課

題がある。解答類型１の反応率は 58.6％で、動く生物が呼吸を行い、動かない生

物が呼吸を行っていないと捉えていると考えられる。 

    ⇒観察した生物の共通点と、生命を維持する呼吸の知識とを関連付けて、生命を維

持する働きに関する知識を概念として身に付けることが大切である。 
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